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Abstract 

We composed the ATF2 beam line, and started operating. We report on the Type of BPMs stripline data acquisition 
software and magnet power supply control software. Type of BPMs stripline data acquisition software is composing of 
network type CAMAC controller (CC/NET) and Linux PC. BPM data is updated by using EPICS system. Magnet 
power supply control software is using PLC. The EPICS system builds it into CPU modules of PLC. The magnet power 
supply is controlled by PLC module system. 

 
CC/NETおよびPLCを用いたATF2ビームラインのEPICSによる制御  
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１．はじめに 
 先端加速器試験装置(ATF)ではATF2ビームライン
を建設し、運転を開始した。従来、ATFのビーム制
御運転にはプロセス管理統合アプリケーションの
Vsystem [1]

を中心にFortranやC言語、Javaなどで構築
してきた。 
 ATF2は国際共同研究で進められているプロジェ
クトである。 
 最近の国際共同研究においてはEPICSシステム[2]

が広く使用されており、ATFでも今まで使用してき
たVsystemに加えて、EPICSの導入も進めている。 
 ATF2ビームラインにおけるCC/NETとEPICSツー
ルを併用したビームモニターデータ取得ソフト、
Linux対応CPUモジュールを中心に構成されている
PLCでEPICSシステムを使用した電磁石電源の制御
システムなどを作成した。 
 本稿ではそれらの二つの制御システムについて報
告する。 
 

２．ビームモニタデータ取得 

2.1 ネットワーク型CAMACコントローラ 

 新しくATF2ビームモニタシステムを構築するに
あたって、各BPM ADCモジュールが設置されて
いるCrateにCAMACコントローラ(CC/NET)を使用し
た。CC/NETではBPM ADCの読み出しだけでなく
Wire Scannerの制御も行っている。 
 CC/NETはATF取り出しラインからビームダンプ
箇所にかけて3台設置した。 

2.2 Linuxサーバ 

 末端の機器となるCC/NET3台に対して、それらの
データをとりまとめるサーバが必要となる。そこで

EPICS IOCを起動しているLinuxマシンを用意した。 

2.3 ビームモニタデータ取得システムの構成 

 図1はCC/NETの外観写真およびLinuxサーバの外
観写真と配置図である。 
 ビームモニタデータ取得システムは各CC/NETで
起動しているプログラムと、Linuxサーバで起動し
ているプログラムで構成され、データの通信に

EPICSシステムを使用して15台のBPMを取得してい
る。処理手順は以下のa)~d)を繰り返す。 
a) 各CC/NETで起動したプログラムがCAMAC ADC
モジュールへアクセスし、ADCデータを読み出す。 
 

b) 読み出されたADCデータはLinuxサーバ側で用意
されているEPICSレコードをアップデートする。 
 

c) Linuxサーバで起動しているプロセスは、CC/NET
プログラムによって更新されるEPICSレコードを常
にモニタしている。EPICSレコード内のデータが更
新された時、そのレコードのデータからBPMのX方
向とY方向のposition値やIntensity値を求める計算な
どを行う。 
 

d) 計算されたデータは、計算結果用のEPICSレコー
ドへアップデートする。 
図2はプログラムのシステム構成図である。 
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 BPMを利用するユーザーは計算結果用のEPICSレ
コードから各BPMのX方向とY方向のposition値、
Intensity値などのデータを取得する。 
 図3はビーム運転で使用されているモニタ画面の
一例である。表示更新を行っているモニタープロセ

スは、LinuxサーバーのEPICSレコードからストリッ
プライン型のBPMを取得し、データベースへ格納し
ている。グラフィックユーザーインターフェースに

はVsystemのVdrawツールを使用し、ATF2の各BPM
を表示している。 

 

３．電磁石電源の制御システム 

3.1 PLC 

 PLCを使用して電磁石電源の制御を行っている。 
 PLCは横河電機社製のF3RP61CPUモジュールとア
ナログ入力モジュール、アナログ出力モジュールと

いった各I/Oモジュールで構成されている。 
 
 今までのPLCで電磁石電源の制御を行う際には、
ラダープログラムの開発を行い、PLCと通信する計
算機でプログラムを起動して制御を行ってきた。 
 F3RP61CPUモジュールはLinuxシステムを実装で
き、EPICS IOCを起動することができる。PLCバス
を介してI/Oモジュールへの制御がEPICS経由で行え
る事から、F3RP61モジュールを使用してシステムを
構築することにより、PLC1台で電磁石電源の制御が
行え、ラダープログラムの作成が不要になった。 
その結果、開発の工数を抑えることができた。 
図4はそのPLCの外観写真である。 

図１：CC/NETおよびLinuxサーバの配置図 

図３：ユーザーインターフェース画面 

図２：システム構成図 
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3.2 従来のATFにおける電磁石電源の制御 

 PLCで電磁石電源を制御する他に ATFでは
CAMACモジュールを介して通信し、電磁石電源の
制御を行ってきた。これはCAMACシリアルハイ
ウェイを通じて、電磁石電源のCAMAC Crateに接続
されているモジュールを制御しているものである。 

3.3 制御システムの構成 

 PLCとEPICSシステムを使用して制御しているデ
バイスは、取り出しステアリング電磁石電源の4台
とBEND電磁石電源の1台である。 
 

 EPICSのツールであるprocServe[3]
を使用してPLC

のCPUモジュールで常時EPICS IOCが動くようにし
ている。 
 起動されたIOCは電磁石電源ごとにEPICSレコー
ドを生成する。ユーザーはEPICSレコードにアクセ
スして、電磁石電源を制御する。 
 各電磁石電源用に以下のEPICSレコードの種類を
用意した。 
 
・ 電流値をモニターするレコード 
・ 電流値をセットするレコード 
・ 電源のON/OFF/RESET制御をするレコード 
・ インターロックをモニターするレコード 
 
これらのレコードにアクセスすると、EPICSのデバ
イスドライバによって各I/Oモジュールと通信を行い、
電磁石電源に電気的信号を送信して制御する仕組み

になっている。 
図5は電磁石電源の制御構成図である。 
 
 

    
        
 

４．まとめ 
 新しくATF2ビームモニタシステムを構築するに
あたって各BPM ADCの読み出しを行うために
CC/NETを使用した。モニタソフトはCC/NETと
EPICSシステムを併用して15台のBPMデータの取得
が行えている。 
 
 横河電機社製のF3RP61CPUモジュールを使用した
PLCで電磁石電源制御ソフトを構築した。 
PLCでEPICS IOCを起動して、ステアリング電磁石
電源4台とBEND電磁石電源1台の制御が行えている。  
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図４：PLC外観写真 

図５：電磁石電源システム構成 

Proceedings of Particle Accelerator Society Meeting 2009, JAEA, Tokai, Naka-gun, Ibaraki, Japan

507


